
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                               文虫研発第 R４－５９号 

                               令和４年１０月１１日 

 各 位 

 

公益財団法人 文化財虫菌害研究所 

理事長 三 浦 定 俊 

 

 

「第 11 回文化財 IPM コーディネータ資格取得のための講習会と試験」の開催について 

 

 

 当研究所の定例事業として実施しております標記講習会と試験を、本年度は次のとおり講習

会は「Web セミナー方式」＊1で、試験は「郵送方式」＊2で開催いたします。 

この講習会と試験は、「文化財 IPM コーディネータ規程」に基づく「文化財 IPM コーディネ

ータ」資格を取得するためのものです。 

ここでは文化財 IPM を実施する上で必要な知識として、文化財分野における虫、カビ、それ

らの調査法と解析、防除法、施設管理に関する知識を習得していただきます。 

毎年、一般の文化財保存管理者をはじめ、博物館・美術館・図書館・資料館・文書館等におい

て展示・収蔵品や資料等の保存管理をする担当者、文化財に関する生物被害防除業務に携わる方

々などが受講し試験に合格して資格を取得しております。 

Web セミナー方式による講習、郵送方式による試験は昨年度も実施いたしましたが、その方

法等、具体的には、裏面および別添 1 をご覧ください。 

ご多忙の折とは存じますが、文化財 IPM についてご研鑚いただきたくとともに、「文化財 IPM

コーディネータ」の資格を得ていただきたくご案内申し上げます。 

なお、本講習会の受講は「文化財 IPM コーディネータ」資格の更新要件もかねております。

この講習会を受講できない場合は、上記の更新は令和５年 6 月頃実施予定の「文化財の虫菌害・

保存対策研修会」の受講をもって行うことが考えられますが、この研修会は現時点では実施可能

かが不分明ですので、資格の有効期限をご確認の上、適宜本講習会の講習を受講していただきま

すようお願い申し上げます。 

 

 

＊1「Web セミナー方式」による講習会は、受講者がインターネットを経由して配信される講習会の講義の動画を視聴

するものです。受講するためには、一定のインターネット環境を必要としますので「視聴のための推奨環境について」

（別添 1）に従って「サンプル動画」にアクセスし、視聴ができる環境かどうか必ず確認した上で、お申し込みくだ

さい。 

 

＊2 郵送方式試験は、当研究所からお送りする試験問題に対して各自解答用紙に解答を記入し、当研究所へ返送する方

法です。当研究所は、返送された解答について採点を行い、合否を判定し資格登録を認めるかどうかを判断いたしま

す。 

 

「文化財 IPM コーディネータ」資格の創設について 
 

平成 23 年度に公益財団法人文化財虫菌害研究所では「文化財 IPM コーディネータ」資格を創設しました。 

 近年、博物館、美術館、図書館、資料館、文書館等においては、薬剤に頼るだけではなく適切な環境管理をあわ

せて行うことによって虫菌害を防除する IPM（総合的有害生物管理）が推奨されています。 

 文化財に関する IPM は、主に清掃・温湿度調整などの環境管理による物理的防除と薬剤や炭酸ガスなどを用いた

化学的防除を合理的に組み合わせて行い、文化財に加害する害虫をなくし、カビによる文化財への目に見える被害

を防止することを目指すものです。 

 このような「文化財 IPM」の具体的な方法・作業は、対象となる文化財の種類や収蔵・展示施設の状況などによ

ってさまざまですから、これを継続して適切に行っていくためには博物館・美術館・図書館等において展示、収蔵

品の保管・管理、施設の維持・管理に携わる方、それらの業務を支援するボランティア、文化・文化財行政担当者

および文化財に関する生物被害防除業務に携わる方等で、それぞれの立場で自ら「文化財 IPM」を実行したり、文

化財の所蔵者等からの相談に応じて助言・提案などをしたりすることができる人材（「文化財 IPM コーディネー

タ」）が必要であると考えられます。 

 「文化財 IPM コーディネータ」は、虫やカビあるいはそれらの調査法・防除法・施設管理などについての正しい

知識・技能を身につけていることが必要ですが、それらのすべてに関する専門家であることを必要とするものでは

なく、それらの概要および「文化財 IPM」全体についての正しい理解のもとに必要なときに各分野の専門家と相談

しながら適切に「文化財 IPM」を進めていくことができる人を考えています。 

 当研究所では、この｢文化財 IPM コーディネータ｣の人材育成とともに「文化財 IPM」の普及をめざして、講習・

研修・試験を経て一定のレベルに達した方については「文化財 IPM コーディネータ」資格認定をしております。 

 「文化財 IPM」に関する業務に従事されている方、関心をお持ちの方多数のご参加をお待ちします。 

 

 

「文化財 IPM コーディネータ」資格の概要 
 

 資格登録までの手続、要件等は次のとおりです。 

■講習・試験 

「文化財 IPM コーディネータ資格取得のための講習会」を受講し、「文化財 IPM コーディネータ資格取得試験」

を受験し合格することが必要です。規程改正により、令和３年度（2021 年）から試験に合格することで資格の登録

申請ができます。「文化財の虫菌害・保存対策研修会」の受講は必要ありません。（別添 2 を参照） 
■登録 

上記の要件を充足し、申請により「文化財 IPM コーディネータ」資格を認定し登録し、「文化財 IPM コーディ

ネータ証」を交付します。 

■更新 

「文化財 IPM コーディネータ」資格は、5 年ごとの登録更新が必要です。 登録更新は、事前（更新を要する日

の前 2 年以内）に「文化財の虫菌害・保存対策研修会」または「文化財 IPM コーディネータ資格取得のための講

習会」＊のいずれかを受講していることを要件とします。ただし、研修会等の受講が必要なのは、資格登録後 2

回目の更新時までで、登録から 3 回目以降の更新は手続きのみで資格を継続できます。（別添 2 を参照） 

＊この講習会の受講を資格更新要件として加えることは令和 4 年 1 月 1 日以降といたしますのでご承知おきください。 

■受講料等 

講習・試験・研修・登録および登録更新の手数料は次のとおりです。 

「文化財 IPM コーディネータ資格取得のための講習会」受講料：20,000 円(会員は 18,000 円) 

「文化財の虫菌害・保存対策研修会」受講料：28,000 円(会員は 25,000 円） 

「文化財 IPM コーディネータ資格取得試験」受験料：5,000 円 

「文化財 IPM コーディネータ」登録料：5,000 円 

「文化財 IPM コーディネータ」登録更新料：5,000 円 



 

主 催   公益財団法人文化財虫菌害研究所 

 

後 援   公益財団法人日本博物館協会 

 

時 期   Web セミナー方式講習会： 令和４年 12 月 12 日 ～ 令和 5 年 1 月 12 日 

      郵 送 方 式 試 験   ： 令和 5 年 1 月 20 日  ～ 令和 5 年 2 月 13 日 

      試 験 結 果      ： 令和５年 2 月 28 日 

 

対 象   博物館・美術館・図書館・資料館・文書館等において展示、収蔵品の保管・管理、

施設の維持・管理に携わる方、それらの業務を支援するボランティア、文化・文化

財行政担当者および文化財に関する生物被害防除業務に携わる方、文化財 IPM コー

ディネータ資格者＊3等 

 

＊3 文化財 IPM コーディネータ資格者のうち、更新を要する日の前 2 年以内に資格更新に必要な

要件を満たしていない方に限ります。 

 

定 員   200 名 

お申し込みが定員に達した場合、期限前でも申し込みを締め切らせていただきますの

で、ご了承ください。 

 

受講料   20,000 円 

（当研究所維持会員（団体会員所属役職員を含む）は、18,000 円です。） 

 

受験料    5,000 円 

 

申込方法  （1）お申し込み前に「視聴のための推奨環境について」（別添 1）から「サンプル動

画」にアクセスし、視聴ができる環境かどうか必ず確認した上で、お申し込みく

ださい。 

（2）別紙申込書に必要事項を記入の上、令和 4 年 11 月 30 日まで（厳守）に当研究所

へ FAX または郵便でお送りください。申込者が定員に達した場合は、期限前で

も申し込みを締め切りますので、ご注意ください。 

（3）受講料、受験料の納入は、令和 4 年 11 月 30 日までに次のいずれかに納入してく

ださい。 

 

① 三菱 UFJ 銀行 新宿支店 普通 0194785 

② ゆうちょ銀行 〇一九店 当座 0060430 

 

口座名義 公益財団法人文化財虫菌害研究所 

 

＊送金にかかる手数料はご負担いただきますようお願いいたします。 

＊納入された受講料等は原則として返却いたしません。 

＊振込み依頼人欄には団体名（勤務先名）と受講・受験者名を記入してください。受講・受験

者と振込名義人が異なる場合は、別紙申込書の備考欄にその旨をお書きください。 

 

（4）受講、受験の決定通知書とともに講習テキスト、Web 講習受講のためのユーザー

ID、パスワードを郵送でお送りします。 

講習会について 

講義内容は、次のとおりです。 

当研究所が Web 上に下記の講義動画を公開しますので、受講者の方はこれにアクセスして受講して

ください。 

資格を取得される方は、全ての講義を受講しないと試験を受験することができません。また、文化

財 IPM コーディネータ資格者も全ての講義を受講しないと資格更新要件として認められませんので、

ご注意ください。 

 

① 文化財の IPM 概論（60 分） 公益財団法人文化財虫菌害研究所  

理事長 三浦 定俊 

② 文化財の生物被害と加害生物および 

レベルコントロールについて（60 分） 

九州国立博物館 学芸部  

博物館科学課長 木川 りか 

③ 温湿度環境の測定と解析（60 分） 東京文化財研究所 保存科学研究センター 

前客員研究員 呂 俊民 

④ 虫の調査と環境の解析（60 分） 一般財団法人環境文化創造研究所 

主席研究員 川越 和四 

⑤ カビの調査と環境の解析（60 分） NPO 法人カビ相談センター 

理事長 高鳥 浩介 

⑥ IPM からみた博物館等の施設管理（60 分） 文化財活用センター  

保存担当研究員 間渕 創 

⑦ 防除処理に関する基礎知識（60 分） 公益財団法人文化財虫菌害研究所  

研究員 岩田 泰幸 

⑧ IPM の体制づくり（60 分） 九州国立博物館 

名誉館員 本田 光子 

 

試験について 

試験科目は、次のとおりです。 

Web セミナー講習会配信終了後、当研究所から受講者へ試験問題と解答用紙を郵送しま

す。解答後は、期限までに当研究所へ返送していただきます。到着しないものは採点の対象とし

ません。また到着しない方へ当方から連絡はいたしませんので、ご注意ください。 

 

① 文化財 IPM の概論と組織に関する問題 

② 有害生物（虫・カビ）に関する問題 

③ 生物被害防除の基礎に関する問題 

④ 空調と施設管理に関する問題 

 

  



 

 別 添  １  

視聴のための推奨環境について 

 
Web 講習会を希望される方は、ご使用のパソコン・タブレット・スマートフォン等の端末で次

の URL にアクセスし、「サンプル動画」が視聴できるかご確認ください。 

当研究所のホームページからでも、「サンプル動画」にアクセスできます。 

 

サンプル動画  https://v.classtream.jp/demo/#/navi/home 

 

（サンプル動画は、視聴環境を確認するものであり、講義内容とは関係ありません。） 

 

視聴することができない方は、下記をご一読ください。 

ご使用の端末では、視聴する環境が整っていないことが考えられますので、ご確認ください。 

 

OS・ブラウザ 

【PC の場合】 

［OS］Windows 8.1 

［ブラウザ］FireFox（最新版）、Google Chrome（最新版） 

 

［OS］Windows 10.11 

［ブラウザ］Microsoft Edge（最新版）、FireFox（最新版）、Google Chrome（最新版） 

 

［OS］MacOS X 10.11 以降 

［ブラウザ］Safari 

※メーカーサポートが終了している［OS］［ブラウザ］に関して視聴保証はされません。 

動画を視聴できない方は、推奨環境でのご視聴をお試しください。 

※サポートが終了して［OS］のセキュリティ面での保証がされません。 

 

【モバイルの場合】 

［OS］iOS 11.2 以降 ［ブラウザ］Safari 

［OS］Android OS 5.0 以降 ［ブラウザ］Google Chrome（最新版） 

 

【回線】 

光回線などの高速回線（推奨 2Mbps 以上、必須：500kbps 以上） 

モバイルの場合、映像の視聴には多くのデータ通信が発生することから、Wi-Fi での通信を推奨

しています。また、各携帯事業者が提供するプランによるデータ通信量の制限等に十分ご注意

ください。 

※クッキー・JavaScript・TLS1.2 の有効化が必要です。 

※推奨環境を満たしていても、インターネットの回線状況・混雑状況、あるいは別アプリケー

ションの同時利用等により、正常に再生できない場合があります。 

※ウォーターマーク付き動画については一部の環境において視聴いただけません。動作環境は

こちらをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 別 添  ２  

文化財 IPM コーディネータ資格制度の改正について 

令和 3 年 8 月 31 日「文化財 IPM コーディネータ規程」を改正し、従前の新規資格取得および資格更新

に関する方法、手続きを改めましたので、ご確認ください。 

 

１ 資格の新規取得に係る手続等 

(1) 資格取得の要件 

新規に資格を取得する場合、次の要件を充足することが必要です。 

① 当研究所が行う「文化財 IPM コーディネータ資格取得のための講習会」（以下「資格取得講習

会」）の受講 

② 上記①の受講後２か月以内に行われる試験の受験と合格 

規程改正前の仕組みでは上記の他に別途当研究所が行う「文化財の虫菌害・保存対策研修会」（以

下「保存対策研修会」）の受講が必要（登録の要件）とされていましたが、今回の規程改正でこの要

件は廃止されましたので今後は受講の必要はありません。 

なお、従来「保存対策研修会」で修得することとされていた次の(a)・(b)事項は「資格取得講習会」

の講習内容に含めることとしております。 

(a) 博物館・美術館・図書館・文書館等における生物害対応における IPM 作業実務の在り方に関

する事項 

(b) 博物館・美術館等の収蔵・展示等のための施設・設備の設置・管理における IPM の観点から

の生物害防除の在り方に関する事項 

 

(2) 資格取得の手続 

上記の要件を充足した後、登録の申し込み等の手続をしていただき、当研究所で登録を行い「文

化財 IPM コーディネータ証」を発行します。 

従来必要であった「保存対策研修会」の受講は上記(1)のとおり廃止されましたので、今後は試験

合格後直ちに登録手続を行うことができることとなります。 

 

２  資格更新とそのための要件等 

資格は登録後５年ごとに更新する必要がありますが、従来、更新のための要件として、更新を要する

日の前２年以内に行われる「保存対策研修会」の受講が必要とされていました。 

これについては、今回次の点が改正されました。 

(1) 資格更新要件として受講する研修会 

資格更新の要件として受講を要する研修会としては、従来「保存対策研修会」のみとされていま

したが、今回の規程改正によりこれに「資格取得講習会」を加え、更新手続の要件としてはこの二つ

のいずれかを受講すればよいこととされました。 

なお、「資格取得講習会」の受講を資格更新要件として加えることは令和４年１月１日以降とさ

れていますのでご承知おきください。 

 

(2) 資格更新要件としての研修等受講 

資格更新要件としての研修等受講は、従来は５年単位で無制限に必要とされていましたが、今回

の規程改正により、研修会の受講が必要なのは資格登録後２回目の更新時までとされました。 

資格既保有者については、この規定は当初の資格登録時を起算点として適用されます。 

このことにより、登録から３回目以降の更新については研修等の受講は必要とせず更新手続のみ

で資格を継続することができることとなります。 


